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フィ リピンのかんがい施設の現状と

降雨分布の特性について

西 口 猛

ま え が き

フィリピンも他の東南アジアの諸国と同様に人口増加に追われ食糧増産のためいろいろの努

力をしている｡近年にいたってかんがい施設を拡充整備して耕種改善による米の増産を強力に

推進する意図を示してきた｡フィリピンにおける過去の食糧増産対策の経過を顧みるとともに

かんがい計画と密接な関係を持つ降雨分布の多様性について検討してみた｡

Ⅰ 人口増加と食糧増産

食糧増産対策は (1)作付面積の増大 (2)単位面積当り収量の増加の二つの方法で行なわれる｡

一般に後進国ほど前者に依存する傾向が強いといわれているが,フィリピンも同様な経過をた

どっている｡すなわち人口増加 は表 1に示すように1940年

から1965年までの26年間に1,652万人から3,235万人の約 2倍

に増加した｡これは年増加率に換算すれば 2.62% (最近では

3.3%)になっている｡

これに対応する増産対策の経過をみると表 2に示すとお り

である｡まず作付面積について見れば, 米は58%増で約 120

万 haが増加している｡ またとうもろこしについても111%

増で約 100万 haが増加している｡ 一方生産量の増加は26年

間で米 69% (年増加率 2%)増,とうもろこし130%増であ

る｡ これを単位面積当り生産量の増加でみると米 ･とうもろ

こし共にわずかに7-9%にすぎない｡ このようにみれば生

莱

とうもろこし
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表 1 人口増加の推移

年 次 L人口(1,000人)

1940

46

56

57

58

60

65

16,522

18,434

22,265

22,690

23,122

27,000

32,345

出所 : 0氏ce of Statistical
CoordinationandStandards,

NEC,Thepopulationand

othe7-demoraphicfactsof
thePl7ilippmes.

表 2 フィリピンにおける主食糧の作付･生産量の推移
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産量の増加は主として作付面積の増加に依存していたということができるD

Ⅲ かんがい施設の現状

フィリピンのかんがいはスペ イン統治の前(1521年)までに原始的な団体営施設によって約43

万haがかんがいされていたといわれる｡次にスペ イン統治時代 (1521-1900年)に約2.4万ha,

アメリカ統治時代 (1900-1942年)に約 8.6万haのかんがい施設を建設した｡したがって1942

年までに約 54万haがかんがいされていたものと見 られる｡ また1965年のかんがい面積は約94

万haで, 1942年から24年間に約 40万haの面積増加をみたことになる｡ しかし全稲作面積

320万haに対するかんがい面積の比率は30%に満たない状態である｡

これらのかんがい施設のうち政府の直轄事業である国営自然かんがい組織について見ると,

この組織に属するものは7 1リピンの全かんがい面積の34%を占め,約32万haに達している｡

この組織は原則として1地区500ha以上を対象としてお り,現在これに属するものは78地区で,

1地区のかんがい面積は､円勾約4,100haと,極めて規模の大きいものが多い｡この組織はかん

がい施設の計画 ･設計 ･施王監督 ･管理のいっさいを政府機関によって運営し,受益農民はそ

の対価として建設費の償還金と維持 ･管理費を含めた水料金を支払 う制度になっている｡問題
点は計画かんがい面積と美かんが い面積に大きい差が生じていることで,計画面積は約32万ha

であるがかんがい実面積は約 22万haで70%に満たぬ状態のようである｡これに対して政府の

粧机11は "農民が水料金を支払わないため施設の破損部の修理が出来ない｡したがって宍面漬は

計画面精より小さくなる" と言 い, また農民は "水路に水 がないため水田に水が来ない｡ だ

から水料金は払えない"と言っているっこのように水料金の徴収不良はかんがい施設の維持 ･

管理不良を招き,またかんがいlj;面積をさらに小さくするといった悪循環をひき起こしている｡

このようなかんがいの計画面損と′美面積の差が生じる原因には,(1) 施設の維持･管理不良
によるもの,(2) 計画の拙さによるもの,が考えられる〕(11の場合は組織の運営方法による悪

循環であり,社会経済的な問題が多斜こ含まれてお り,農業土木技術の介入するところではな

いので省略する｡(2)の場合は技術的な問題である｡これは水夫調査を充分に行なうことによっ

て解決できるものであるっしかし後進国で, しかも農業開発を行なうような地域においては精

度の高い資料を入手することは極めて国難であり,特にフィリピンのように降雨分布が極めて

多様な変化を示すところでは特に慎重に対処しなければならない｡

Ⅲ 降 雨 分 布 の 特 性

フィリピンはモンスーン地帯に属してお り, 1-4月に東風, 5-9月に南西風が吹き,海

洋性気象と群島山脈配置の影響のため降雨の地域的,季節的分布が極めて多様性を示 している｡

同国の気象局資料によれば主要地方の平均降雨量は表 3のとお りで比較的多い｡
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蓑 3 フィリピンにおける主要地方の平均降雨量 (単位 :mm)

一般的には雨季と乾季があるが, 降雨分布によって四つの型, または七つの型*に分類され

ている｡まず図 1は日本の主要地点の降雨分布図である｡日本の降雨分布は6-10月の降雨期

の影響による凸型の表日本型と,冬期の降雪により12- 2月の雨量が増加するため平坦,また

は凹型の裏日本型の二つの型に大きく分類することができる｡

∫ rJ LJL

高知 2446mm 20

図 1 日本の主要地域における年降雨分布

次に気象局資料から,フィリピンの主要地域における降雨記録を図2に示す｡図2によれば

降雨の型と降雨期が極めて複雑であることが理解できるであろう｡この図から降雨分布の型を

区分すれば次の8型になる｡

Ⅰ.雨季 ･乾季型

Ⅰ-1 5-ノ10･11月型

I-2 6-12月型

Ⅰ-3 7-11･1月型

Ⅱ.年間平均型

I-4 9- 2月型 Ⅱ-1 5-11月型

Ⅰ-5 10- 4月型 Ⅱ-2 6-12月型

Ⅱ-3 9-)1月型

これらのうち西海岸に面するものは明らかにI-1型であり,東海岸に近接するものは Ⅰ-5型

が多 くなる傾向が見られる｡ しかしルソン島南部および中部には雨季と乾季が逆になった Ⅰ-4

型, Ⅰ-5型が Ⅰ-1型, Ⅰ-2型と混在する地域が特に多い｡このことは稲作の一期作 ･二期作別

かんがい面積からも類推することができる｡

これらのようにフィリピンの降雨分布は日本のそれに比較して極めて多様であり複雑に変化

していると言える｡

806

*気象型については R･E･Huke,Shadowo′ltheland,aneconomicgeog7･aPhyofthePhilL'ppines,
Rizal,Philippines,1963を参照｡
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図2 フ ィリピンの主要地域 における年降雨分布

Ⅳ む す び

フィリピンの食糧増産はその重点をかんがい施設の整

備･拡充と耕種技術の改善に置 くようになってきているO

かんがいの計画をたてるに当たって降雨量とその分布状

況を把握することとは最も重要である｡フィリピンの降

雨分布の複雑 ･多様性についてはかんがい計画に携わる

者として特に注意を払わねばならない｡例えば河川の水

源地帯が雨季にあり,下流の水田地帯は乾季となってい

たため,取水地点の流量が豊富であると誤った判定をす

る恐れがある｡ また比流量による流量の類推方法も降雨

分布が著しく異なる場合には適用することに問題がある｡

これらのことを勘案して,十分な踏査 ･聴取 りを行な

い,出来るだけ数多 くの流量ならびに降雨観測記録を収

集し,これらのクロス ･チェックによって十分検討を行

なったうえで計画をたてなければならないであろう｡
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